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令和６年８月 14 日 

各      位 

会社名 株式会社ウェッジホールディングス 

代表者名  代表取締役社長兼 CEO 此下 竜矢 

（コード 2388 東証グロース市場） 

問合せ先 開示担当        小竹 康博 

（TEL 03 － 6225 － 2161） 

 

令和６年９月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

表題の件につき下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 令和６年９月期 連結業績予想（令和５年 10 月１日～令和６年９月 30 日） 

 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前年発表予想(A) 660 百万円 100 百万円 230 百万円 200 百万円 4.71 円 

今回発表予想(B) 800 百万円 △30 百万円 △500 百万円 △530 百万円 △12.48 円 

増減額(B－A) 140 百万円 △130 百万円 △730 百万円 △730 百万円 ― 

増減率（％） 21.2 △130.0 △317.4 △365.0 ― 

(ご参考)前期実績 

(令和５年９月期) 
765 百万円 36 百万円 △486 百万円 △513 百万円 △13.69 

 

２． 修正の理由 

 第３四半期連結累計間までの業績に鑑み、令和６年９月期の連結業績予想を修正することといたし

ますので、お知らせいたします。 

売上高につきましては、コンテンツ事業の受注が好調であることとロイヤリティ収入も堅調に推移

していることから、前回予想の 660 百万円から 140 百万円増額の 800 百万円を見込んでおります。 

一方、営業利益は海外子会社の訴訟に伴うリーガル費用（94 百万円）をはじめとする支払手数料が

大幅に増加したこと等から、前回予想の 100 百万円から 130 百万円下回る△30 百万円を見込んでおり

ます。 

また、経常利益は持分法適用関連会社が営む Digital Finance 事業の業績に加えて、当該事業の進

出地域での経営環境を勘案し貸倒引当金の繰り入れを行ったこと、並びに Digital Finance 事業にお

いて発生した為替差損等により 480 百万円の持分法による投資損失を第３四半期連結累計期間で計上

したことから、前回予想の 230 百万円から 730 百万円下回る△500 百万円を見込んでおります。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、上記の要因の結果、前回予想の 200 百万円から 730 百万円下

回る△530 百万円を見込んでおります。 

 

以  上 


